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仙台市の現状
仙台市には 2026 年 4 月末時点で 19,534 人の外国

人住民が暮らしています。新型コロナウイルス感染症の
影響で 2020 年から 2022 年にかけて減少しましたが、
2023 年 5 月以降は入国制限の解除などにより増加を
続け、2026年 4月末に過去最高を更新しています。
国籍・地域別に見ると、中国、ネパール、ベトナム、

韓国の順に多く、これら 4カ国で全体の約 6割を占め
ています。また、在留資格別では「留学」が最も多く、
全体の約 35％を占めており、市内大学や日本語学校な
どへの留学生の受け入れが、外国人住民数増加の一因と
なっています。
このように、仙台市では多様な国・地域出身の外国人

住民が地域社会の一員として暮らしており、多文化共生
に向けた取り組みの重要性が一層高まっています。

見えてきたニーズ
東北大学の国際卓越研究大学認定や多くの業種で外国

人材の確保が進み、外国人住民の増加が見込まれること
から、外国人住民が安心して暮らし、地域社会の一員と
して活躍できるよう、受け入れ環境の整備をより一層進
めていく必要があります。
そのため、本市では仙台市に暮らす外国人住民に対し、

生活実態や課題を把握することを目的として、2001年
度以来 24年ぶりの全数調査を実施しました。
2025 年５月１日時点で仙台市在住の 16歳以上の外

国籍住民 16,640 人（転出者を除く）を調査対象に、
3,500 件の回答がありました。（回答率 21.5％）
調査結果については、仙台市のホームページで公表さ

れていますが、その中でも「問 24　生活に必要な情報
を得ようとしたときに支援してほしいことはあります
か。」（１位、２位、３位の順番で選択）では、「やさし
い日本語で情報がある」（37.3％）が１位で、次いで「英

語で情報がある」（20.6％）となっています。また、「問
38　市役所の窓口に行こうとしたときに困ったことは
ありますか」という質問に対しては、「ない」が 36.9％
で最も多かったものの、次いで「書類がやさしい日本語
や多言語で書いてないので困った」が 23.9％となって
います。
今回の調査から、外国人住民が日々の生活に必要な情

報を得る際や、市役所を利用する際に「やさしい日本語」
による対応がニーズとしてあることが分かりました。
誰一人取り残さない行政サービスを実現するために

は、日本語をより分かりやすく伝える工夫が今まさに求
められていることを改めて確認する機会となりました。

職員の言葉をもっとやさしく
仙台市では、市職員を対象に「やさしい日本語」に関

する技術を身につける研修を年に数回行っています。研
修に参加しているのは、外国人対応をする部署をはじめ
さまざまな部署の職員が参加し、2025年度の受講者総
数は 169人でした。
研修を通じて、職員の窓口対応力を磨き、誰もが不便

を感じずにサービスを受けられるようにすることを目指
しています。 

仙台市とやさしい日本語（やさにち）
～安心して暮らせる共生のまちづくりを進める
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小さな言い換えが地域の安心に
職員が直接出向き、仙台市が取り組むさまざまな事業

などについてご説明し、市政への理解を深めていただく
ことを目的とする市政出前講座でも「やさしい日本語」
を紹介しています。
外国語で話さずとも、少しの工夫で外国人とコミュニ

ケーションが取れることを伝え、誰もが暮らしやすいま
ちづくりは地域住民１人ひとりの取り組みにより実現で
きることを周知しています。

市政出前講座で仙台市の現状を説明

講座で「やさしい日本語」の言い換えを実践する市民

やさしさで変わる現場、広がる実践
2025 年度には新規事業として、「介護事業所職員向

けやさしい日本語講座」と「社会福祉協議会向けやさし
い日本語講座」の２つを実施しました。これらの講座は

文部科学省の教育支援体制整備費補助金（地域日本語教
育の総合的な体制づくり推進事業）を活用した地域日本
語教育の総合的な体制づくり推進事業の一環として行っ
たものです（委託先：公益財団法人仙台観光国際協会）。
介護事業所職員向けやさしい日本語講座では、外国人

材を既に受け入れている、または今後受入れを考えてい
る市内介護事業者を対象にやさしい日本語の基本的なポ
イントをお伝えしました。介護現場でアルバイトをして
いる外国人留学生や、将来介護現場で働きたいと考えて
いる外国人留学生を相手に、実際の介護現場でのやり取
りを想定したグループワークを行うことで、より現場に
即した実践的な演習を行うことができました。
実施にあたっては介護関係部署と連携し、仙台国際日

本語学校の協力を得ています。
また、社会福祉協議会向けやさしい日本語講座では、

コミュニティーソーシャルワーカーや地域包括支援セン
ター、障がい者相談支援事業所、権利擁護センターなど、
個別相談に関わる職員を対象に実施しました。やさしい
日本語のポイントを学ぶとともに外国人住民を交えた演
習や意見交換を行い、相談現場における円滑なコミュニ
ケーションについて理解を深めました。
介護や福祉の現場では、正確な情報伝達と信頼関係の

構築が不可欠であり、やさしい日本語は多様な背景をも
つ人々をつなぐ重要な手段となります。両講座を通じて、
やさしい日本語が日常の業務や相談の質を高める実践的
なツールであることを参加者が実感し、現場での実践が
広がることが期待されます。

安心して暮らせる共生のまちづくり
外国人住民の増加が見込まれる中、誰もが地域で安心

して暮らし、支え合える環境づくりは自治体にとって重
要な課題です。やさしい日本語は情報格差を縮め、行政
サービスや相談現場へのアクセスを高める有効な手段で
あると認識しています。言葉を少し言い換える、表現を
工夫するなどの小さな積み重ねが、相手への理解と信頼
につながります。仙台市では、行政内部にとどまらず、
介護・福祉、地域活動の現場へとやさしい日本語の実践
を広げています。多様な背景をもつ人々が互いを尊重し、
安心して暮らせる社会の実現に向け、取り組みを継続し
ていきます。
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